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【ヘッドライン】
１）「阪神梅田本店で解禁イベント“ボージョレ女房”」
２）「おせち介護食メニュー拡充」
３）「横浜駅、階段にメッセージ」

１）「阪神梅田本店で解禁イベント“ボージョレ女房”」

阪神梅田本店の地下1階和洋酒売り場でボジョレ・ヌーボー解禁日の11月20日、ボジョ
レ・ヌーボー解禁イベント「ボージョレ女房」が行われた。
年間60万本を売り上げる同店のワイン売り場では今年、約100種類、8000本以上のボ
ジョレ・ヌーボーを用意。
「今年は気候が良く、ブドウの成熟度が高くフルーティーで果実味が芳純なボジョレ」との
評価で、売り場ではパリの老舗レストラン「タイユヴァン」がセレクトした「ボジョレー・
ヴィラージュ・ヌーヴォー ラ・グランド・キュヴェ」（1万800円）、わずかしか造られな
い「ボジョレー・ヌーヴォー・ロゼ」（3780円）、樹齢85年の木から造られる「ドメー
ヌ・デュ・ヴィスー ボージョレ・ヌーヴォ キュヴェ・ヴィエイユ・ヴィーニュ」（4266
円）などをそろえる。「同じものを2本購入し、翌年の解禁日に飲む人もいる」という。

同店では毎年、ボジョレ・ヌーボー解禁日に先着でワインを進呈するイベントを企画。今年
は2日後の「いい夫婦の日」を前に「ボージョレ女房」と題し、夫婦やカップルなど2人で来
店し、クイズに正解した先着50組にボジョレ・ヌーボーを1本進呈するイベントを行った。
開店前から扉の前には列ができ、偶然来店した女性らは「ほんまにもらっていいの？」と驚
いた様子だった。

ボージョレの解禁イベントは各地で行っていると思うが、阪神百貨店は良い夫婦の日と合わ
せて夫婦だけでなくカップルにも裾野を広げプレゼントしたということで、これをきっかけ
にボージョレに触れ、毎年の解禁が楽しみになる人も少なく無いのではないだろうか。ボー
ジョレと言うと毎年の評価が楽しみの１つでもあるが、こういったイベントもお祭り騒ぎの
ような楽しい雰囲気づくりになり購買意欲にも繋がると思うので、面白い企画を期待した
い。

-------------------------------------------------------

２）「おせち介護食メニュー拡充」

通常の摂食が難しい高齢者向け食品を手がけるイーエヌ大塚製薬は季節に合わせた特別メ
ニューに力を入れる。今夏限定販売した「うな重」に続き、正月用のおせち料理を拡充。今
年は1500セットと昨年の1.5倍を用意して完売を目指す。「筑前煮」など定番品に加えて
特別食を順次販売し、メニューの幅を広げる。

正月用に拡充するのはかむ力が弱くなった高齢者でも食べられる摂食回復支援食「あいー
と」の「正月二段重セット」。価格は4980円で30日まで注文を受け付ける。ちらし寿司や
大豆と野菜の煮しめなど4皿入り。今年は魚料理に代わって要望が多かった牛肉の大和煮を
入れた。酵素を使った独自技術で、舌だけで料理を崩せる軟らかさに仕上げている。
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あいーとシリーズは肉じゃがや筑前煮など定番メニューを中心に約40品を扱っている。今夏
は特別食として「土用の丑の日」に合わせて、うな重（1890円）1000セットを用意し数
日で完売した。今後は季節に合わせた特別食を強化する考えで、来春も限定メニューを投入
する予定だ。

食べることで感じる日本の四季を、年をとったから・噛む力が弱くなったからという理由で
感じられなくなるのはとても悲しい。だからこのような企業の努力というのは希望を感じ
る。農林水産省が「スマイルケア食」という介護食の新たな愛称や柔らかさの段階を示す独
自規格などを導入するということだが、こうした後押しで今後さらに広がっていくことを期
待している。スーパーでも惣菜コーナーで柔らかい商品を集めたコーナーなどを作っても良
いと思う。

-------------------------------------------------------

３）「横浜駅、階段にメッセージ」

「この1歩が、未来の健康へ」。横浜市の京急線横浜駅の上りホームへ向かう階段に、健康
づくりに取り組む市民を応援するメッセージがお目見えした。来年1月上旬まで掲示され
る。

「ウォーキングで、体脂肪の減少」「今日も、少しがんばって」「健康寿命を延ばそう」。
3段ごとに階段を利用する人の背中を押すメッセージが書かれている。最後の38段目は「お
疲れさま！明日も階段を上ろう」だ。

この「健康階段」は、横浜市の健康づくり事業に京浜急行電鉄（東京都港区）が協力し、同
駅に2ヵ所、上大岡駅にも2ヵ所設置されている。メッセージの内容は市健康福祉局と同社広
報の職員が一緒に考えたという。

毎日使う階段にこのようなメッセージがあれば、自然と目に入り意識をするきっかけにもな
ると思う。駅の階段だけでなく、街中いたるところにこのような健康的な体づくりを助ける
アイデアがあると面白い。スーパーでも買い物中に「この経路で店内を歩けば◯キロカロ
リー消費」なんていうツールがあれば、売場エクササイズができたりするのかも？
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